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一
年
は
、
３
６
５
日
５
時

間
48
分
46
秒
で
、
一
月
29
日

あ
る
月
の
「
閏
年
が
き
ま
る
」

と
言
う
事
を
学
校
で
学
ん
だ

事
を
覚
え
て
い
る
。

  

長
い
様
で
短
さ
を
感
じ
る

一
年
、
春
夏
秋
冬
と
四
季
の

中
で
春
は
新
緑
、
秋
は
紅
葉

と
一
番
美
し
い
月
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
一
言
申
し
述

べ
て
み
よ
う
。

  

ど
こ
の
家
に
も
良
く
見

ら
れ
る
木
と
し
て
は
、
ド

ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
山
モ
ミ

ジ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
オ

オ
モ
ミ
ジ
、
イ
チ
ョ
ウ
な

ど
紅
葉
が
美
し
い
。
又
、

真
赤
に
染
ま
る
オ
オ
サ
カ

ヅ
キ
モ
ミ
ジ
が
非
常
に
美

し
い
。

  

こ
ん
な
中
で
、
私
達
が

日
常
通
っ
て
い
る
道
の
横

に
金
木
犀
と
貝
塚
イ
ブ
キ

が
植
え
ら
れ
て
い
る
が「
車

の
安
全
通
行
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
な
」
と
思
っ

て
い
た
ら
、
あ
る
日
き
れ

い
に
剪
定
さ
れ
、
見
通
し

が
良
く
な
っ
た
。
家
主
さ

ん
に
感
謝
。
み
ん
な
思
っ

て
い
る
事
は
同
じ
。

 

（
矢
代
田
Ｔ
・
Ｔ
）

「
紅
葉
の
街
角
で
」

　

10
月
28
日

（土）
、
29
日

（日） 
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
43
回
「
市
民

展
」
は
今
年
も
多
く
の
方
が
会
場
の
小

須
戸
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
来
場
さ

れ
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
は
30
の
団
体
と
６
人
の
個
人
か

ら
出
品
さ
れ
た
２
８
２
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
展
示
内
容
は
、
絵
画
を
は

じ
め
書
、
俳
句
、
川
柳
、
陶
芸
、
写
真
、

切
り
絵
、
能
面
、
パ
ソ
コ
ン
ア
ー
ト
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
で
多

岐
に
わ
た
る
力
作
が
揃
い
ま
し
た
。

  

ご
近
所
の
方
か
ら
近
隣
地
域
の
方
ま

で
、
来
場
者
は
日
頃
の
芸
術
活
動
の
成

果
を
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
す
る
な
ど
、
秋

の
ひ
と
時
を
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
階

フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
の
「
ハ
ー
ブ

喫
茶
」で
は
ハ
ー

ブ
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
さ
ら
に

２
階
和
室
の
お

茶
席
で
は
抹
茶

を
い
た
だ
き
な

が
ら
の
談
笑
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
の
方
々
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新
企
画
の
「
懐
か
し
い
写

真
の
部
屋
」
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、

旧
小
須
戸
町
時
代
の
分
館
活
動
を
写
真

と
ス
ラ
イ
ド
上
映
で
偲
び
大
変
好
評
で

し
た
。

  

こ
の
市
民
展
は
旧
小
須
戸
町
時
代
か

ら
続
く
伝
統
が
あ
り
、
展
示
パ
ネ
ル
の

設
置
や
作
品
の
飾
り
付
け
な
ど
の
準
備

作
業
、
さ
ら
に
は
終
了
後
の
片
付
け
も

主
催
の
文
化
協
会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と

な
り
、
応
援
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
、

今
年
も
手
づ
く
り
感
い
っ
ぱ
い
の
内
容

で
し
た
。

  

関
係
者
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

「力作をゆっくりと鑑賞」　

「ハーブ茶で癒しと団らんのひと時」

安山岩の柱状節理（大沢公園）

オイルピット（天ヶ沢）

「真剣勝負で集中！集中！」

市民展市民展市民展第４３回

手づくり感と力作揃いの手づくり感と力作揃いの手づくり感と力作揃いの
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　10月28日（土）に市民展の関連行事とし

て、恒例の「囲碁・将棋大会」が小須戸

まちづくりセンター２階の和室で開催さ

れました。

　当日は曇りで少し肌寒い一日でしたが、

部屋の中では盤上の熱い戦いが繰り広げ

られました。

　結果は次のとおりです。なお、囲碁の

部は参加者が少なかったため交流対局と

なりました。

☆将棋　一般の部

　◎Ａクラス

　　優　勝　森田　耕司 (小須戸 )

　　準優勝　関根　倬夫 (小須戸 )

　◎Ｂクラス

　　優　勝　中山　利一 (矢代田 )

　　準優勝　木伏　道雄 (矢代田 )

囲碁・碁・将棋大会の結果将棋大会の結果
白熱の対白熱の対局！ 第１２回小須戸地区！ 第１２回小須戸地区

囲碁・将棋大会の結果
白熱の対局！ 第１２回小須戸地区

  寒い時期ラジオ体操で身体をほ

ぐしませんか！どなたでも参加で

きます。

日　時：12月10日（日）から来年４

　　　　月までの毎週日曜日

      　AM９時から１時間くらい　

会　場：小須戸まちづくりセンター

　　　　３階　会議室

参加費：１回１００円（当日徴収）

連絡先：ラジオ体操健和クラブ

　　　　代表 高山 38－4681

ラジオ体操のお知らせラジオ体操のお知らせラジオ体操のお知らせ

10
月
20
日

（金）
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
「
高
齢
者
生
き
が
い
講
座
」
を

今
年
も
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講

座
は
小
須
戸
高
齢
者
ク
ラ
ブ
協
議

会
と
小
須
戸
地
区
公
民
館
が
連
携

し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、笑
い
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

の
村
山
昭
子
さ
ん
（
舟
戸
在
住
）

が
講
師
と
な
っ
て
「
笑
い
ヨ
ガ
体

験
」（
笑
う
門
に
は
福
来
る
）
を
行

い
ま
し
た
。「
笑
い
」
の
医
学
的
な

研
究
が
進
み
、
免
疫
細
胞
を
増
や

す
働
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
癌
対

策
を
は
じ
め
色
々
な
医
療
分
野
で

「
笑
い
ヨ
ガ
」が
使
わ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

「
笑
い
ヨ
ガ
」と
は
ヨ
ガ
の
呼
吸

法
を
取
り
入
れ
た
健
康
体
操
で
す
。

  

10
月
22
日

（日）
、
台
風
が
近
づ
く

中
、
山
の
手
、
小
須
戸
両
コ
ミ
協

主
催
の「
知
学（
地
学
）健
康
ウ
ォ
ー

ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
21
名
の

参
加
者
が
２
班
に
分
か
れ
、
花
の

湯
館
を
出
発
し
て
天
ヶ
沢
（
オ
イ

ル
ピ
ッ
ト
、採
掘
横
穴
）、
松
ヶ
丘

（
地
層
）、
大
沢
公
園
（
安
山
岩
の

柱
状
節
理
、枕
状
溶
岩
）、鎌
倉（
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
タ
イ
ト
の
露
出
、
石

油
が
流
れ
る
伝
兵
衛
沢
の
水
路
、

古
い
油
井
戸
跡
）、
花
の
湯
館
（
鉱

泉
、
天
然
ガ
ス
の
湧
き
出
し
）
と
、

山
の
手
地
区
の
油
田
開
発
の
歴
史

や
地
質
学
上
貴
重
な
場
所
を
ガ
イ

ド
さ
ん
と
共
に
雨
に
も
負
け
ず
、

行
程
約
８
キ
ロ
、
３
時
間
か
け
て

歩
き
ま
し
た
。

  

参
加
者
か
ら
は
「
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
の
連
続
で
楽
し
か
っ
た
」

「
先
人
達
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
、
次
回
へ
の
企

画
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
終
了
後
、
花
の
湯
館
で
ゆ

っ
く
り
温
泉
に
浸
か
り
疲
れ
た
身

体
を
癒
し
た
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　

主
管
し
た
小
須
戸
地
区
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
で
は
、今
後
も
知
学（
地

学
）
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
事
業
を

企
画
す
る
予
定
な
の
で
多
く
の
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

10
分
笑
う
と
10
分
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し

た
と
同
じ
よ
う
な
運
動
量
が
あ
る

そ
う
で
す
。
時
々
、「
脳
の
活
性
化

ゲ
ー
ム
」
を
行
い
な
が
ら
一
時
間

た
っ
ぷ
り
と
「
笑
い
ヨ
ガ
」
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

健
康
に
関
心
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
の
に
男
性
の
参
加
者
が
少
な

か
っ
た
の
は
少
し
気
に
な
り
ま
し

た
が
、
日
々
の
生
活
の
中
で
ど
れ

だ
け
笑
っ
て
い
る
の
か
見
つ
め
直

す
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
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᷷
高
齢
者
生
き
が
い
講
座
᷸

᷷
高
齢
者
生
き
が
い
講
座
᷸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笑
い
ヨ
ガ
体
験
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笑
い
ヨ
ガ
体
験
！

᷷
高
齢
者
生
き
が
い
講
座
᷸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笑
い
ヨ
ガ
体
験
！

公
民
館
報
１
月
15
日
号
で
年
女
年
男
を

紹
介
し
ま
す
。

あ
な
た
の
新
年
の
抱
負
な
ど
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

対　

象　

戌
（
い
ぬ
）
年
生
ま
れ
の
男
女(

顔
写
真
つ
き

　
　
　
　

で
簡
単
な
質
問
に
応
じ
て
頂
け
る
方)

自
薦
、

　
　
　
　

他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
み　

11
月
30
日

（木）
ま
で
に
小
須
戸
地
区
公
民
館
へ

来
年
の

年
女
年
男
を

大
募
集

ひ
と
つ
き

う
る
う
ど
し

き
ん
も
く
せ
い

せ
ん
て
い

知
っ
て
感
激
、
歩
い
て
健
康
、

知
っ
て
感
激
、
歩
い
て
健
康
、

           
           

地
元
の
知
ら
な
い
お
宝
探
検
！

地
元
の
知
ら
な
い
お
宝
探
検
！

知
っ
て
感
激
、
歩
い
て
健
康
、

           

地
元
の
知
ら
な
い
お
宝
探
検
！
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文　

芸　

欄

満
月
の
窓
辺
に
照
ら
す
遠
き
夢　
　
　
　
　

本
多
サ
ダ
子

秋
澄
む
や
は
ち
す
ば
通
り
の
笛
の
音　
　
　

馬

場

綾

子

宮
様
と
語
ら
れ
ゐ
る
か
月
天
心　
　
　
　
　

間

野

え

り

鈴
虫
の
ひ
と
き
は
高
く
鳴
く
夕
べ　
　
　
　

本

多

玲

子　
　
　
　
　

山
裾
の
暮
れ
ゆ
く
空
や
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　

丸

山

紀

子　
　
　
　
　

赤
蜻
蛉
い
ご
こ
ち
良
き
か
四
つ
目
垣　
　
　

渡

辺

信

子

留
守
中
に
冬
瓜
ご
ろ
り
居
座
り
て　
　
　
　

吉

田

松

子

ポ
ケ
ッ
ト
の
木
の
実
も
回
る
洗
濯
機　
　
　

吉

澤

文

子　
　
　
　

投
げ
出
し
た
足
に
し
ぶ
と
き
蚊
の
名
残
り　

風

間

幸

子　
　
　
　
　

酸
素
引
き
歩
く
わ
が
身
の
残
暑
か
な　
　
　

上
田
ス
ミ
イ

卒
然
と
逝
き
し
月
日
ぞ
秋
の
風　
　
　
　
　

中

野

太

浪　
　
　
　

秋
彼
岸
妻
亡
き
人
と
談
笑
す　
　
　
　
　
　

熊
倉
ひ
ろ
む

木
犀
を
好
み
し
父
母
の
忌
を
修
す　
　
　
　

佐
久
間
久
子

　
　
　
　
　

余
生
な
お
趣
味
と
健
康
み
ち
連
れ
に　
　
　

保

科

志

枝

ご
長
寿
も
福
祉
無
し
で
は
生
き
難
い　
　
　

能
登
と
し
お

薬
飲
み
楽
し
み
探
す
長
寿
で
す　
　
　
　

  

増

井

都

留

日
々
新
た
心
の
花
を
咲
か
す
喜
寿　
　
　
　

会

田　

修　
　
　
　

年
を
と
る
取
っ
て
も
取
っ
て
も
増
え
る
歳　

風
間
源
一
郎

天
高
し
ヘ
ル
メ
ッ
ト
被
る
幼
の
せ　
　

　

ペ
タ
ル
踏
む
母
足
軽
や
か
に　
　

  　
　

高

橋

キ

ヨ

秋
色
の
古
道
を
偲
び
歩
を
運
ぶ

　

釣
舟
草
が
日
陰
に
咲
き
て　
　
　
　
　
　

玲　
　
　

泉

敬
老
日
白
く
編
ま
れ
し
竹
か
ご
に

　

う
す
紅
の
ば
ら
ほ
ほ
笑
み
ゆ
る
る　
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題
材
は
自
由
（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
11
月
24
日（
金
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公
民
館
へ
。
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　10月16日（月）、東北電力の協力により、福島県の奥会津にある水力発電

所「上田発電所」「第２沼沢発電所」へ施設見学に行ってきました。阿賀野

川沿いにはたくさんのダムを見ることができますが、その姿は極々一部分

で、地下数百メートルにある巨大な施設は圧巻！日常入ることのできない

特別な施設の中を見ることができ、貴重な体験をすることができました。

参加者のみなさんと案内していただいた職員との意見交換も活発に交わさ

れ、「あっという間の一日だった」「勉強になった」というご意見をたくさ

んいただきました。

山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

水力発電について学んできました！「小須戸地区敬老会」と「ふれあい昼食会」
地域に寄り添う福祉の活動

　９月30日（土）小須戸地区の75歳以上の高齢者を対象とした敬老会を開催

しました。

　145名の参加者の他、自治会長や民生委

員などボランティアの協力があり、総勢

179名による敬老会は、昭和25年の古い写

真のスライドショーやみんなで歌を歌う

など終始なごやかで楽しい会になりました。

　また、10月20日（金）には、一人暮らし

の高齢者の「ふれあい昼食会」を開催。

三流亭楽々さんの落語を楽しんだ後は、

ピアノ演奏に合わせて歌を歌ったりビン

ゴゲームしたりと、歌あり笑いありの楽

しい１日となりました。

　小須戸コミ協の活動は多岐にわたりま

すが、これからも地域と向き合い、地域

に寄り添う活動を続けていきたいと考え

ています。

　

９
月
22
日
の
第
１
回 

「
護
摩
堂

山
の
史
実
と
伝
承
」
は
講
師
の
木

村
さ
ん
か
ら
護
摩
堂
山
の
伝
説
、

寺
社
関
連
地
名
、
護
摩
堂
城
遺
構

と
歴
史
資
料
に
残
る
護
摩
堂
山
、護

摩
堂
城
主
を
推
測
す
る
な
ど
の
項

目
に
つ
い
て
絵
図
や
資
料
を
使
っ

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
年
目
と
な
る
地
域
学
講
座
も
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
山
」。
小
須
戸
に
も
馴
染
み
深
い
護
摩
堂
山
や
旧
三
国
街
道
を
石
造
物

や
古
文
書
、
旅
日
記
、
絵
図
な
ど
を
も
と
に
辿
り
ま
し
た
。
講
師
は
い
つ

も
の
元
小
須
戸
町
史
編
纂
委
員
の
木
村
宗
文
さ
ん
（
水
田
）
と
元
小
須
戸

町
役
場
職
員
の
青
木
達
男
さ
ん
（
小
須
戸
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
紙
面

で
今
年
度
３
回
の
講
座
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

受
講
者
か
ら
の
「
焼
き
米
伝
説

は
本
当
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対

し
て
、「
落
城
の
時
期
が
は
っ
き
り

し
な
い
の
で
伝
説
は
わ
か
ら
な
い

が
戦
は
あ
っ
た
」
と
の
こ
と
で
、

15
世
紀
か
ら
16
世
紀
こ
の
地
に
お

い
て
戦
が
あ
っ
た
こ
と
は
資
料
か

ら
も
は
っ
き
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
の
第
２
回
「
山
沿
い

の
道　

旧
三
国
街
道
を
偲
ぶ
」
は

講
師
の
木
村
さ
ん
と
青
木
さ
ん
が

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、
地
図
や
古

絵
図
を
見
な
が
ら
山
の
手
の
旧
道
、

三
国
街
道
を
辿
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
街
道
に
あ
る
石
造
物
等

の
示
す
も
の
か
ら
当
時
の
金
毘
羅

様
参
り
の
旅
日
記
、
明
治
天
皇
の

北
陸
御
巡
幸
な
ど
の
解
説
が
あ
り

矢
代
田
か
ら
新
津
へ
の
古
道
を
偲

び
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
の
第
３
回
「
古
を
辿

る 

山
の
手
め
ぐ
り
」
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
に
乗
り
、
前
２
回
の
講
座
で

学
習
し
た
護
摩
堂
城
主
の
菩
提
寺

と
言
わ
れ
る
田
上
町
の
「
東
龍
寺
」

と
、
金
毘
羅
講
や
湯
殿
山
講
の
文

書
が
あ
っ
た
鎌
倉
の
「
小
柳
家
」

を
見
学
し
た
後
、
金
毘
羅
大
権
現

の
石
造
物
や
天
ヶ
沢
の
石
油
採
掘

跡
地
を
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

  

こ
の
よ
う
に
、
講
座
で
学
ん
だ

事
や
場
所
を
当
時
を
偲
び
な
が
ら

訪
れ
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
も

の
で
し
た
。
受
講
者
か
ら
は
「
小

須
戸
に
縁
が
あ
り
、
も
っ
と
知
り

た
い
」「
素
晴
ら
し
い
こ
と
を
知
る

こ
と
は
嬉
し
い
」
な
ど
参
加
し
て
良

か
っ
た
の
声
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

  

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
様
の

声
を
聴
き
な
が
ら
、
講
座
を
企
画

し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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小須戸地区敬老会の様子

ふれあい昼食会の様子

小須戸地区図書室新刊案内
【一般書】
・生物の「安定」と「不安定」（浅島 誠）

・疲れをとりたきゃ腎臓をもみなさい

                        （寺林陽介）

・カリカリベーコンはどうして美味し

 いにおいなの ?（ANDY BRUNNING）

・これだけ !溶接（野原英孝）

・おしゃれのちから（石田純子）

・服を捨てると幸せが見つかる

                  （やまぐちせいこ）

・こどもに作ってあげたいもの

                  （日本ヴォーグ社）

【児童書】
・オオカミから犬へ !

            （ハドソン・タルボット）

・まんげつのよるまでまちなさい

  （マーガレット・ワイズ・ブラウン）

・もりのこびとたち（エルサ・ベスコフ）

・ゆうかんなアイリーン

            （ウィリアム・スタイグ）

・よあけ（ユリー・シュルヴィッツ）

お申し込み先：小須戸地区公民館　☎0250-25-5715

作ってお持ちかえりできます♡♡
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講
座
を
終
え
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講 座 の 様 子

東 龍 寺 （田上町）


